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令和５年度 まちづくり委員会（本会）事業報告 

 

はじめに 

  令和５年度は、『みんなが心と力を合わせる元気なまちづくり』、『安心して暮らせる安全な

まちづくり』、『子どもから高齢者まで健やかに暮らせるまちづくり』を重点目標として、１

年間活動を展開してまいりました。 

 

１ 重点事項（各部事業含む） 

（１）国道 151号の渋滞解消対策の推進 

（２）産業道路（市道 1-53号線）を活用した広域道路網の検討 

（３）グリーンベルトの保全 

（４）内水排除対策・防災対策の推進 

（５）第３次松尾地区基本構想の推進 

 

２ 活動報告 

（１）総会 

①令和５年度第１回総会（令和５年５月 10日開催） 

・令和４年度事業報告及び決算報告の承認、令和５年度事業計画（案）について審議し

決定した。 

②令和５年度第２回総会（令和６年５月 10日開催） 

・令和５年度事業報告及び決算報告の承認 

 

（２）企画会議 

①正副会長、公民館長、地域振興部長で構成。原則として毎月７日に定例会を開催して、

まちづくり委員会の事業計画の概要策定、予算方針の策定、まちづくり委員会の課題の

把握と対策などについて協議した。 

 

（３）推進会議 

①正副会長、公民館長、各部長、総務部副部長、区長、基本構想推進担当参事、財産区管

理委員長、特別推進委員及び相談役で構成。原則として毎月 20日に開催し、企画会議の

協議に基づき、各種事業の詳細計画の決定、予算執行の調整、まちづくり委員会の課題

解決に向けた取り組み等について協議した。また、まちづくり委員会と区との連携を図

った。 

②11月 26日～27日に、松代大本営跡と上田市にあるさくら国際高等学校を中心に、研修

視察を実施した。特に、さくら国際高等学校は久井にある太陽学園と提携しており、今

後の地域との連携についてお話を伺った。 

 

（４）本会事業 

①道路等改良促進に関する要望活動 

・各路線の関係地区会長とともに、10 月 26 日には飯田建設事務所長に対して要望活動

を行った。 

議案第１号 
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・国道 151号と 256号の交差点に起因する慢性的な渋滞の緩和につながる改良工事につ

いては、現状では用地買収を中心に進捗している。引き続き。地元の合意形成等に協

力し積極的な事業推進を求めていく。 

・国道 256号城地区の歩道改良については現状では中断しているため、引き続き飯田建

設事務所長、長野県建設部長への要望活動を行う。 

・清水区・城区・毛賀区と共に、洪水対策及び内水排除体制について飯田市建設部と情

報交換を行った。これまでの要望活動や視察などの努力が結実し、令和６年度に金色

洞に常設ポンプが設置される予定。また、祝井沢にもポンプの設置が検討されること

となった。 

②学校支援ボランティア事業 

   ・まちづくり委員会の重点目標のひとつである「松尾の子どもは松尾で育てる」ための

具体的な支援の一環として、松尾をよく知り、専門的な知識や技術をお持ちの方に、

直接、小学校のクラブ活動の指導をしていただく取り組みとして、ボランティア募集、

クラブ運営費等の支援を実施した。 

  ③やらまいか松尾まちづくり活動助成事業 

   ・各種団体が実施する「松尾地区が元気になる事業」の提案（補助申請）について、審

査委員会で審査した結果、４団体からの申請（申請額 127,480 円）に対し、合計 102,480

円を交付決定・交付した。 

  ④松尾東保育園の耐震に関わる検討 

   ・令和４年度に決定した「松尾東保育園」の萱垣会への経営移管について、飯田市、企

画会議、該当区区長、松尾東保育園の保護者等を中心に「四者懇談」を設置し、スム

ーズに移行ができるよう検討を行った。 

   ・さらに、地元調整に関わる会議・保護者会議・地域協議会を開催した。 

  ⑤やらまいか松尾推進大会の開催【健康福祉部・民生児童委員協議会主催】 

   ・臨床心理士の有賀和枝さん（駒ヶ根市在住）をお招きし「生きづらさ」に寄り添い続

けたアウトリーチ（訪問相談）を中心に講演をいただいた（詳細は健康福祉部参照） 

  ⑥松尾地区教育機関等連絡会議 

   ・松尾地区は、幼稚・保育園、小学校、中学校、短大、専門学校、フリースクールまで、

非常に幅広い教育機関が存在しているが、過去には連携が乏しく、情報の共有    

化を図ることが非常に困難であった。そこで、令和４年度にそれらの課題を解消する

ため「松尾地区教育機関等連絡会議」を設立。会議の中で相互間での検討事項や、地

域内で発生した事案については速やかに情報を共有することが可能となった。 

 

（５）第３次松尾地区基本構想の推進 

①第３次松尾地区基本構想を推進するために、企画会議が中心となり各部への具体的な取

り組み内容について検討し、その結果を各部等へ示した。 

 

（６）その他事業 

①飯田市まちづくり委員会連絡会への参加 

・市内 20地区のまちづくり委員会代表による連絡、情報交換会への参加 
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令和５年度 総務部事業報告 

 

１ 重点事項 

（１）鳩ヶ嶺八幡宮紅葉ライトアップ事業 

（２）グリーンベルトの保全・松尾地区財産区有林の管理 

（３）基本構想推進事業の検討 

 

２ 活動報告 

（１）グリーンベルトの保全の検討 

平成23年度に策定した松尾地区土地利用計画に基づき、地域の貴重な財産であるグリーンベ

ルトの保全について検討した結果、保全管理組織として、平成25年度から総務部を母体に「グ

リーンベルト保全管理委員会」を組織している。 

①保全管理委員会の開催 

・令和元年度以降活動が停止。保全管理委員会の活動を再開するにあたり、委員構成を見直

す。財産区管理委員長、総務部長、財産区顧問・応援団長、正副会長、上溝区長、久井区

長、八幡町区長、代田区長、毛賀区長、鳩ヶ嶺八幡宮氏子総代会会長で組織する。８月31

日と１月31日に委員会を開催した。 

②保全管理作業等の実施 

 ・飯田市の「里山・竹林整備支援事業」を導入して、久井区（久井公園周辺）の雑木林を対

象に支障木等の間伐・伐採を行った。（２月～３月に（有）庭清が実施） 

 ・上記に併せ、３月９日に久井区及び財産区管理委員によりグリーンベルトの保全管理作業

を実施。久井区の雑木林の下草の除去、里山・竹林整備支援事業で発生した支障木をチッ

プにした。 

 

（２）鳩ヶ嶺八幡宮紅葉ライトアップ事業の実施 

・11月４日から18日までを期間として、八幡宮境内の紅葉のライトアップを実施した。 

 

（３）松尾地区財産区有林の管理（財産区管理委員） 

・作業の安全確保を目的に４月23日に伐木造材安全講習会を実施した。 

・５月７日に計画したまちづくり委員会推進会議メンバーによる現地視察は雨天中止となっ

た。 

・６月から10月まで財産区有林の管理作業を２回実施。管理道路の階段と橋の整備作業を実

施した。 

・７月にロープの結び方や番線のくくり方を財産区管理委員の中で学習会を実施した。 

・５月19日に松尾小学校６年生の区有林見学の引率を行った。雨天のため入山はしなかった。 

 

（４）区と連携したあいさつ・みまもり運動の推進 

・各区における活動であり、各区それぞれで計画し事故もなく実施することができ、各区で

の活動状況に係る情報共有を行った。地域の子どもたちの安心安全のため、今後も各区と

連携し取り組んでいきたい。 
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（５）地域行事の企画・立案 

松尾地区全体の行事で、各部に属さない事業等について企画・立案を行い実施した。 

① 招魂社春季例大祭（戦没者等慰霊祭）の実施 

・４月９日に当番区の常盤台区の皆さんのご協力で春季例大祭を開催し、厳粛に実施した。 

② 忠魂碑慰霊祭（戦没者等慰霊祭）の実施 

・10月２日に当番区の新井区の皆さんのご協力で慰霊祭を開催し、厳粛に実施した。 

③ 功労者表彰式 

・５月10日に実施。松尾地区に対して功績のあった14名の方へ表彰した。 

④ 松ぼっくり環境美化活動の実施 

・11 月 11 日に松尾児童クラブ「松ぼっくり」の周辺環境整備を実施した。支障樹木の伐採

や草刈を行い良好な環境の維持に努めた。 

 

（６）松尾地区内情報発信のための仕組づくり 

   ・松尾地区のホームページで松尾地区に関する情報や開催したイベントについて発信をした。 

 

（７）総務部の組織の見直し 

   ・総務部の当初の事業と現在の事業を確認し、在り方についてアンケートを実施し、総務部

内での意見を集約した。 

   ・地域振興部と合同会議を実施し、各区での総務部の在り方について意見を集約した。 

   ・令和７年度に総務部の組織の見直しができるよう引き続き検討を行う。 

 

（８）その他 

①部会の開催 

・部の活動の企画立案、打ち合わせ等のため毎月１回定例部会を開催し、併せて、まちづく

り委員会全体の情報共有を図った。 

②視察研修の実施 

・参加者が少人数のため、視察研修は中止した。 
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令和５年度 地域振興部事業報告 
 

１ 重点事項 

（１）道路・水路等の改良補修の促進 

（２）内水排除対策の推進 

（３）空き家対策の推進 

（４）組合未加入者の加入促進 

（５）活力ある地域づくり 

（６）外国籍住民との共生 

 

２ 活動報告 

（１）道路・水路等の改良補修の促進 

①各区の要望と松尾地区重点箇所について市・県等へ要望 

・地区内の道水路等の改良等について各区の要望を取りまとめ、松尾地区の重点路線を決定

した上で市･県に対し要望活動を行った。当初要望は飯田市関係が141件、飯田建設事務所

関係が25件であった。 

・緊急要望、当初要望後の事案については、年度を通じて随時対応した。 

②国道151号と256号交差点に起因する渋滞解消対策 

・国道151号と256号の交差点に起因する慢性的な渋滞の緩和につながる改良工事について

は、現状では用地買収を中心に進捗している。引き続き。地元の合意形成等に協力し積極

的な事業推進を求めていく。 

③産業道路(市道1-53号線)を活用した広域的道路網の検討 

・産業が集積する竜水地区から国道153号バイパス方面やリニア長野県駅へのアクセス改善

のため、産業道路を活用した道路網の整備について研究・検討した。 

④国道256号歩道改良及び安全対策の促進 

・飯田建設事務所長、長野県建設部長への要望活動を継続して実施した。しかし、ＪＲ神前

町踏切までの歩道改良については具体的な進捗に至らなかった。 

 

（２）内水排除対策の推進 

①排水ポンプ稼動訓練への参加 

・５月20日に稼働訓練に参加し運用手順を視察確認した。 

②地区内井水等の現地視察 

・９月16日、推進会議メンバーと共に松尾地区を中心に井水の見学を実施し、井水及び洪水

に関する知識を深めた。 

③洪水対策の推進 

・飯田市土木課等関係機関に対し、水路改修やダム放流の情報体制強化について要望した。 

   ・７月27日、清水区・城区・毛賀区と共に洪水対策及び内水排除体制について飯田市建設部

と情報交換を行った。 

 

（３）空き家対策の推進 

①空き家の利活用に向けた対策の検討 

・随時地域内の空き家情報を収集し、飯田市の担当課と連携を図りながらその対応に努めた。 
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（４）組合未加入者の加入促進 

①組合加入促進月間の実施 

・「組合への加入を推進し、ご近所同士の助け合いの輪を広げよう！」をスローガンに12月

に実施した。 

②自治活動組織加入促進コーディネーター事業の活用 

・市の加入促進コーディネーター事業を活用し、未加入者の加入を推進した結果、31戸に新

規加入いただくことができた。 

※R03.3.31現在 加入率63.4％（2,970戸／4,688戸） 

※R04.3.31現在 加入率59.5％（2,938戸／4,935戸） 

※R05.3.31現在 加入率58.9％（2,928戸／4,970戸） 

※R06.3.31現在 加入率60.6％（2,960戸／4,885戸） 

注）分母の戸数は各区調査数値であり、住民台帳登録世帯数とは異なります。 

 

（５）活力ある地域づくり 

①各区の課題等情報交換による連携した地域づくり 

・地域振興部会内で、必要に応じて情報交換を行った。また、元気のでる区交付金を各区へ

交付し、それぞれの地域づくり活動を支援した。  

②あいさつ・みまもり運動への参画（総務部との連携による実施） 

・各区それぞれ計画を立て、多くの区民の協力を得て運動を展開した。 

③各部との連携の推進 

・総務部の区有林視察への参加（雨天中止） 

・令和３年度に総務部が実施した「外国籍住民向けアンケート」結果を基に、令和４年度に

は実際に外国籍の皆さんと情報交換を実施した。そこで、令和５年度は公民館が中心とな

り、具体的な事業の実施に向けて常盤台区との検討会を開催した。 

・交通安全部の交通安全人波作戦への参加 

・環境衛生部の天竜川・毛賀沢川堤防美化活動への参加 

・総務部の在り方について総務部と合同会議を実施し、組織の改編について検討を行った。 

 

（６）その他 

①自主防災組織の強化 

・各区の防災資機材の整備については、松尾地区自主防災会が市の補助金に上乗せ補助を実

施して整備を推進した。さらに、長野県市町村振興協会の補助金を活用し、安全ベストや

デジタル簡易無線機を整備した。 

②区長の負担軽減に向けた取り組み 

・区長に対し出席要請のある行事や会議について、その必要性を検討し見直しを図った。 

  ③松尾城址公園竹伐採作業への参加 

   ・代田区が主催する松尾城址公園竹伐採作業について、地域振興部会が中心となって積極的

に参加した。 

  ④鳩ヶ嶺八幡宮秋季例大祭等の祭典への協力 

   ・年番区からの依頼を受け、地域振興部会時において打ち合わせを設定し、各区が連携して

開催に向けた情報・意見交換を行った。 

  ⑤ほっ湯アップルについて 

   ・飯田市と㈱飯田健康温泉関係者との懇談会を行い、ほっ湯アップルの現状について情報を

共有した。 
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令和５年度 地域安全部事業報告 
 

１ 重点事項 

（１） 交通安全の推進に関すること 

（２） 防火防犯活動に関すること 

 

２ 活動報告 

（１） 啓発事業 

1-1  交通安全運動 の啓発（交通規制啓発含む） 

  【４.７.９.１２月（雨天中止）／人波作戦】 

【４.７.９.１２月（雨天中止）／交通規制「ゾーン30」啓発活動 】 

【４.７月／シートベルト着用調査】 

【４.７.９.１２月／横断幕・のぼり旗設置】 

【４.７.９.１２月／支部活動(のぼり旗設置) 】 

 

1-2  地域安全運動 の啓発 

 【５.７.９.１２月／支部活動(立看板設置) 】 

 

1-3 地域安全だよりの発行 

    

 

1-4 交通安全教室への協力 

   【６月／聖クララ幼稚園／４人動員】 

   【１２月／松尾東保育園／２人動員】 

 

1-5 文化祭等イベントでの啓発 

   【２月／ポスター展示】 

 

（２） 支部活動 

2-1 各区講習会の開催(年２回) 

   【延べ８回実施】 

 

2-2 安全パトロールの実施(年２回) 

   【延べ２０回実施】 

 

2-3 道路反射鏡清掃作業 

   【延べ１１回実施】 

 

（３） 安全警備事業 

3-1 地区内行事での安全警備の協力 

   【９月／鳩ヶ嶺八幡宮秋季例大祭／１１人動員】 

   【１０月／松尾地区運動会／６人動員】 

   【１２月／みなみ信州駅伝／１０人動員】 

 

（４） 研修事業 
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4-1 ドライバー安全運転研修（飯伊安協主催） 

   【９月／女性ドライバー安全運転研修会／２人動員】 

 

4-2 部員研修 

   【６月／特殊詐欺・交通安全について】 

    

 

（５） 安全設備管理事業 

5-1 防犯灯  【新設２、移設２（地主都合２）、修繕１５(改修1、プレート交換８、玉替６)】 

・防犯灯の点検及び維持管理 

・防犯灯の設置・修繕・移設・撤去の実施 

・防犯灯の設置・修繕・移設・撤去の要望とりまとめ 

 

5-2 交通安全施設 要望件数【新設２（再検討１）、撤去1、修繕３(却下１)】 

・交通安全施設の設置・修繕・移設・撤去の要望とりまとめ 

・交通規制の要望とりまとめ 

 

（６） 関連団体協力事業 

6-1 官公庁（市、消防、警察） 

   【１月／暴力追放長野県民大会／１人動員】 

 

6-2 飯伊交通安全協会 

 

6-3 飯伊交通安全協会 第２ブロック 

   【９月中止／合同人波作戦／７人動員】 

 

6-4 飯田市交通安全連絡会 

 

6-5 飯田地区防犯協会連合会 

 

 

（７） 松尾地区第３次基本構想実現に向けた事業 

7-1 交通事故のないまちを目指す 

【ゾーン30啓発強化／区あいさつ当番時にのぼり旗啓発】 

【ゾーン30啓発強化／文化祭展示】 

 

7-2 犯罪のないまちを目指す 

【５.１０月／緊急パトロール】 

 

※ 部主体事業以外の動員延数４３人（内、中止７人） 
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 令和５年度 環境衛生部事業報告 

１ 重点事項 

（１）ごみの分別と出し方の徹底、廃棄物の減量、リサイクルに関すること 

（２）環境美化に関すること 

（３）河川浄化に関すること 

（４）公害防止に関すること 

 

２ 活動報告 

（１）ごみの分別と出し方の徹底、廃棄物の減量、リサイクルに関すること 

①ごみ集積所管理事業 

・各地区の計画により、ごみ集積所の立ち当番や見回り、違反ごみの処理を実施。 

 

②リサイクルステーション管理事業 

・各地区年６回、リサイクルステーションを開設し、立ち当番や分別指導を実施。 

 

③指導者研修 

・６月２日に市内ゴミ処理施設の見学及び組成調査を実施。15名が参加し、搬出ゴミの分別

の状況を確認した。 

見学先 視察内容 住所・連絡先 

グリーンバレー千代 

稲葉クリーンセンター 

埋立ゴミ組成調査 

施設見学 

住所：千栄1677-4  TEL：59-1153 

住所：下久堅1526-1 TEL：48-6648 

 

④３Ｒ推進事業 

・ペットボトルキャップを回収し、リサイクル業者に売却した代金で花の苗を購入し地区保

育園等へ寄贈する環境美化事業「松尾地区エコキャップ運動」を実施し、305kgのエコキャ

ップを回収、1,827円の事業収益となった（６円/㎏）。収益金で花の苗を購入し、慈光松尾

保育園へ寄贈。 

 

⑤啓発活動 

・環境衛生だより【組合回覧】により、環境意識の啓発を図った。 

 

 （２）環境美化に関すること 

 ①ごみゼロ運動の日 

   〇春 

実施日 
参加人数 

大人 前年度比 子ども 前年度比 合計 前年度比 

５月28日 2,283名 +53名 91名 -19名 2,374名 +34名 

 

      〇秋 

実施日 
参加人数 

大人 前年度比 子ども 前年度比 合計 前年度比 

11月12日 2,115名 -138名 84名 -6名 2,199名 -144名 
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②天竜川・毛賀沢川堤防美化活動 

・11月４日実施。弁天橋と毛賀沢から堤防沿いのごみ拾いを行った。 

・63名が参加し、燃やすごみ９袋、埋立ごみ３袋、金属資源ごみ２袋分のごみを回収した。 

 

（３）河川浄化に関すること 

①全市一斉水辺等美化活動 

・７月２日に実施。各地区の計画により、2,416人(昨年度2,323人)が河川清掃等を実施。 

 

②天竜川環境美化活動 

・３月２日に実施。(令和２年度以来３年ぶり) 

・134名が参加し、マレットゴルフ場周辺の草刈り、弁天港からマレットゴルフ場までの堤

防のごみ拾いを行った。 

 

 

（４）公害防止に関すること 

①井戸水（一般飲料水）水質検査の斡旋 

・飲料井戸水の水質管理の重要性から、市が斡旋する水質検査の申し込みの取りまとめに協

力し、25件 (昨年度25件)の申込みがあった。 

 

②不法投棄防止対策活動 

・環境衛生の啓発週間に合わせ、松尾自治振興センター駐車場横の鉄柵に不法投棄防止啓発

横断幕を設置して、環境衛生意識の向上を図った。  
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令和５年度 健康福祉部事業報告 

 

 

１ 重点事項 

（１） 松尾地区のまちづくり重点目標と福祉健康の基本理念にある、地域に住む全ての住民

が、安心して健やかな生活が出来る環境と優しさのある地域社会づくりを目指して、

地域福祉及び地域住民の健康の増進を図る。 

 

（２）地域における福祉健康活動を積極的に展開するため、研修会等の開催を通じて、資質

の向上に取り組む。 

 

２ 活動報告 

（１）社会福祉委員会 

ア ふれあいサロン事業・敬老福祉事業 

・各区における高齢者への支援活動。 

・ふれあいサロン事業 9 区 35 回、敬老福祉事業 11 区 17 回開催。 

・身近な集まりとして好評であり、新型コロナウイルスが緩和されたことで各区で開

催できたが、自粛期間の影響もあり参加者の集まりは少なかった。 

 

イ 一人暮らし高齢者ふれあい昼食会・高齢者料理教室きんかんクラブ 

・一人暮らしの高齢者の交流の場として、昼神温泉へ行き昼食会を行っていたが、大

規模な事業のため、各区でそれぞれ工夫を凝らし開催した。 

・料理教室は、栄養価のある食生活を目指して、楽しく有意義な料理教室を月１回開

催した。 

 

ウ 在宅介護者ふれあい相談事業 

・要介護 3以上・重度心身障害児者で在宅にて介護を受けている人の介護者を対象に

実施するもので、在宅介護者のリフレッシュを図るもの。計画した区もあったが、

参加者がいなかった。 

 

エ 移送サービス事業 

・高齢者や身体障害者、病気等で移動困難な方々への支援及び地区高齢者のほっ湯ア

ップル健康教室利用時の活動として実施。利用証交付の個人利用は、 

利用証交付 137 名、月平均延べ利用回数は 93 回であった。 

 

  オ 通所型サービス B（介護予防教室） 

   ・地域住民主体による高齢者の生活機能向上や介護予防を目的とし、毎月第 2・4 火曜

日の 13：30 から 14：30 まで実施。参加高齢者はおよそ 18 名。毎回、楽しく参加し

ていただいている。 

   ・今年度よりスタートした全面タクシー会社による送迎、また各区の選出サポーターさ

んの協力により、順調に進めることができた。 
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  カ 基本構想推進事業 

   ・「高齢者にやさしい移動手段の確立」に向け、乗合タクシー停留所の看板に時刻表の

設置を行った。次年度も引き続き課題解決に向けた検討を行う。 

   ・「地域で子育てや介護を支え合うまち」に向け、近年社会問題にもなっているひきこ

もりや 8050 問題などが松尾地区内でも顕在化してきたため、地域内で共有して解決

に向けた一助となるべく活動に取り組んできた。やらまいか松尾推進大会の講演会で

は臨床心理士の有賀和枝さんをお招きし講演会を開催。その他、研修会や個別相談会

を実施し地域内外より多くの反響があった。また、市長と語るまちづくり懇談会のテ

ーマにも取り上げ有意義な懇談会となった。地域・行政が伴走できる仕組みができる

よう、次年度も引き続き課題解決に向けた事業を展開する。 

 

 

（２）保健推進員会 

ア 健康講座の開催 

保健推進員が学習した内容を地域へ普及することを目的に、８地区９回の健康教室を

開催し約 141 名の参加があった。その他松尾地区全体での健康講座を開催した。 

 

イ 研修事業 

保健推進員会の定例会にあわせて健康学習を行った。114 名 

学習内容：乳がん予防、認知症予防、フレイル予防、フレイル予防の運動 

                                               

ウ がん検診受診促進 

(1)がん検診申込書提出呼びかけ 提出率 55.6％ 

  伍長会でのがん検診の呼びかけ 

(2)大腸がん検診啓発 

 ・メッセージ入りトイレットペーパー配布とポスター掲示 

  伍長会での呼びかけ、松尾地区内コンビニ（６か所） 

 

エ 松尾地区文化祭で健康づくりの啓発 

  ・自分の体を知ろう 体組成計測定 約 60 名参加 

  ・体操のＤＶＤ放映・体験（フレイル予防、軽度認知症予防） 
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令和５年度 公民館育成部事業報告 

１ 重点事項 

【公民館】 

（１）住民交流の場である分館活動のサポート 

（２）松尾の地域課題や生活課題を学ぶ「松尾セミナー」の充実 

（３）松尾地区の文化・スポーツ・広報活動のさらなる振興 

（４）まちづくり委員会の中で公民館が果たす役割としての学習と実践 

（５）各種団体との交流・連携・支援 

【育成会】 

◎心身ともにたくましく健やかで、人情豊かな青少年の育成 

（１）子どもたちを健全に育てるための活動の場の提供 

（２）あいさつ運動の推進（小学生を中心に） 

（３）関係機関団体との連携・協力 

 

 

２ 活動報告 

【公民館】 

（１）住民交流の場である分館活動のサポート 

①地域いきいきセミナー 

目的：分館単位の住民を対象に、分館活動の活性化を図る 

内容：地区内各分館が主催し本館の協力により講演会や学習会を例年行っている。今年度は

6/16 代田分館「文化講演会」、7/9 上溝分館「上溝おもしろ科学教室」 

②世代間交流事業「おやすづくり」 

目的：分館単位の住民を対象に、分館活動の活性化を図る 

内容：地区内各分館やＰＴＡ支部が主催するおやすづくりやしめ飾りづくりに、本館と各地

区高齢者クラブが協力して実施。今年度は次の８地区で開催。 

12/3  久井区、代田区 

12/17 新井区、寺所区、明区、清水区、毛賀区 

12/23 城区 

③分館役員対象ニュースポーツ体験会（5/14(日) 82名参加） 

目的：公民館役員を対象に、ニュースポーツの普及及び分館相互の情報交換を図る 

内容：分館役員を対象としたニュースポーツの体験会として、近年徐々に各分館に定着して

きているボッチャと新たなニュースポーツとしてモルックを実施。ニュースポーツを

分館で取り組むきっかけの事業となっている。また、分館からはモルックを本館事業

へ採用してほしい旨の要望も寄せられた。 

④分館交流ふらば～るバレー大会（6/25(日) 224名参加） 

目的：地区住民を対象に、運動機会の提供とふらば～るバレーの普及を図る 

内容：分館単位参加の「分館交流ブロック」及び自由参加の「ふれあいブロック」により、

実施。 ケガ人が出やすい寒い時期（１月）から開催時期を変更するため、６月のニュ

ースポーツ大会と入れ替えて開催した。 

⑤分館交流ニュースポーツ大会（1/28(日) 200名参加） 

目的：地区住民を対象に、運動機会の提供とニュースポーツ振興を図る 

内容：分館交流ふらば～るバレー大会との開催時期入れ替えに伴い、１月に開催。分館ごと
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のチームによる分館交流ブロックと自由参加チームによるふれあいブロックに分かれ

て、ボッチャと囲碁ボールの２種目を実施した。 

  ⑥分館役員研修会（7/3(月)、1/17(水) 67名参加） 

目的：公民館活動への理解向上と分館活動の推進を図る。 

内容：分館役員、公民館専門委員会の正副委員長を対象に、コロナ禍後に動き始めた各分館

の役員同士で、事業計画にあたっての悩みや事業実施してみての感想、取り組んでい

る工夫などを情報交換できるようにグループワーク形式の研修会を実施した。 

 

（２）松尾の地域課題や生活課題を学ぶ 

①松尾地区学習会（松尾セミナー）（9/30(土) 14名参加） 

目的：松尾地区について住民自身が学ぶ機会を設け、地域への愛着心の醸成を図る。 

内容：春日 宇光 氏、伊藤 蔵之介 氏（飯田市教育委員会 文化財保護活用課）を講師に、上

郷考古博物館で事前講義の後、塚原二子塚古墳（桐林）、馬背塚古墳（上川路）・姫塚

古墳（上溝区）の現地見学をして、松尾古墳群への理解を深めた。 

②松尾版高校生講座（8/26～2/4 10名参加） 

目的：高校生を対象に、高校生同士や地域住民との交流を深め、松尾の良さを考える機会と

する。 

内容：松尾地区内在住の高校生有志10名が集まり、自分たちが松尾地区の中でやりたいこと

を話し合い実施。松尾地区市民運動会では、実行委員としての関わりと競技（ウルト

ラクイズ）の企画を行った。松尾地区文化祭では、実行委員としての関わりとブース

出展（１分間ギネスに挑戦！）を自主的に実施した。高校生の自主的な活動を企画す

る機会や高校生同士のつながりづくりとして有意義な機会となった。 

 

（３）松尾地区の文化・スポーツ・広報活動のさらなる振興 

①松尾地区市民運動会（10/22(日) 3,000名参加） 

目的：住民を対象に、軽スポーツを通じて、交流と親睦、分館内の連帯意識向上を図る 

内容：台風やコロナ禍での中止、縮小開催を経て、５年ぶりに従来の１日開催となった。時

間短縮や選手要件の緩和などを行い、できる限り老若男女幅広く誰もが楽しく参加で

きるよう、分館対抗による軽スポーツ、レクリエーションスポーツなどの競技で組み

立てて開催した。 

②松尾地区文化祭（2/3(土)～2/4(日) 2,000名参加） 

目的：地区住民を対象に、芸能発表や文化展を通じて文化意識の向上を図る 

内容：文化委員会を中心に実行委員会を組織し、２日間に亘って文化展（分館、各種団体、

個人、保育園、小学校等の作品展示）、催し（おもしろ科学教室、飯田ＯＩＤＥ長姫高

校「テックレンジャー」ショー、体組成計体験、消防自動車と遊ぼう、高校生講座企

画等）、芸能発表会（芸能団体が所属する地区、各種団体、小学校合唱部、中学校吹奏

楽部等）を実施した。コロナ前を超える来場者数となり、幅広い世代が交流、学習で

きる場となった。 

  ③親子映画観賞会（7/8(土) 89名参加） 

   目的：親子を対象に、コミュニケーションの機会増加を図る 

   内容：「映画かいけつゾロリ ラララ♪スターたんじょう」を上映。映画館で静かに観ること

が難しい年代であっても、気を遣わずに観賞できる貴重な機会となっている。また、

親子で気軽に公民館に来てもらえる機会として有効であることも、委員会内の認識と

して共有された。 

14



  ④いいだ人形劇フェスタ2023松尾地区公演（8/4(金)～8/6(日) 759名参加） 

   目的：「みる・演じる・支える」の視点からフェスタのもつ意味を考え、フェスタの盛り上げ

を目指す。 

   内容：松尾地区実行委員会として、以下の内容で開催。 

8/4 10:00～ 慈光松尾保育園／劇団ののはな 

  13:00～       〃 

8/4 19:00～ 松尾公民館／影絵劇団かしの樹 春日部事務所 

8/5 10:00～ 上溝集会所／げきだんはてな 

8/5 10:00～ 新井コミュニティ消防センター／劇団 ぶらんこ 

8/5 13:00～ 毛賀区民会館／ダンボールシアター 

8/6 10:00～ 清水コミュニティ消防センター／倉敷市立短大 子どもの劇場 

  ⑤古き松尾を巡る ぼちぼちさんぽ ～松尾一周の歌より～（11/12(日) 53名参加） 

目的：地区住民を対象に、気軽に歩きながら地域を学び、地域住民同士の交流や地域への愛

着を深める機会とする。 

内容：松尾地区（寺所区、新井区、明区）の文化財をはじめとする特徴的なポイントを歩い

て回るウォーキングコースを設定して実施。各ポイントの特徴が書かれたカードを配

置したり、完歩賞に飲食店の商品引換券を用意したりと、楽しみながら松尾の文化が

学べる事業となった。 

⑥松尾地区二十歳の集い（1/7(日) 111名参加） 

   目的：二十歳の成人を対象に、式の企画・郷土の学習を通じて地元への愛着心の向上を図る 

   内容：二十歳の成人有志、公民館委員等で組織する実行委員会体制にて以下の内容で実施。 

・二十歳の集いの企画、準備 

・中学校恩師からのビデオレター撮影、当日放映（YouTubeでも限定公開） 

・実行委員による地域学習（伊那八幡駅前「じゅんじゅん」のインタビュー） 

  ⑦松尾地区還暦の会（10/28(土) 45名参加） 

   目的：地区内の還暦になる方々を対象に、節目となる機会の式典実施等を通じて、同年同士

の交流を図る。 

   内容：各地区該当者の実行委員会にて企画運営、鳩ヶ嶺八幡宮での祈願祭を行い、ビーラク

スマツカワにて式典・祝賀会を実施した。 

⑧館報「まつお新聞」の発行 

   目的：館報発行を通じて、地域課題等の掘り起こし、住民の課題意識の啓発を図る 

   内容：7/1第262号、10/1第263号 1/1第264号 3/31第265号 発行部数：各4,700部 

 

（４）まちづくり委員会の中で公民館が果たす役割としての学習と実践 

①松尾サイエンススクール 

目的：小中学生を対象に、科学への関心向上を図り、ものづくりや原理追究のおもしろさを

伝える。 

内容：松尾サイエンス主催、おもしろ科学工房の協力により、科学実験教室を実施。小学校

や児童クラブなどのクラブ活動支援も行った。 

5/23、6/6、6/20、7/11、9/5、9/26 松尾小学校クラブ活動支援 

5/10、6/6、8/21、10/3、10/24、1/16、2/21 聖クララ幼稚園科学あそび 

6/7、11/16 松尾小学校５，６年生科学実験教室 

6/25、11/4、12/9 松尾サイエンススクール 

5/20、7/9、7/29 地区内ＰＴＡ支部、分館からの出張科学実験教室 
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7/26 児童クラブ科学工作教室（同日２回に分けて実施） 

10/6、12/15、12/20 丸山小学校、伊賀良小学校出張科学実験教室 

10/22 松尾地区市民運動会モデルロケット 

2/4 松尾地区文化祭おもしろ科学教室 

②男踊り教室 

目的：住民を対象に、運動不足の解消と共通の趣味をもつ仲間作りを図る 

内容：講師に池田 悠貴鳳 氏を招き、月２回程度舞踊の練習を実施。成果の発表として、松

尾踊ってみよう会(12/3）、松尾地区文化祭芸能発表会(2/4)に出演した。 

③松尾ランニングデイ（12/3(日) ９名参加） 

目的：分館の一体感づくり、住民の健康増進、地区内諸団体との協働・連携 

内容：「みなみ信州駅伝・ロードレース大会」の主催者である飯田市スポーツ協会と連携して、

同大会の開催に向け、地区住民に参加の呼びかけ及び補助金交付を実施し、大会参加

のきっかけをつくった。 

④多文化交流事業 

目的：地区在住の外国籍、日本籍住民を対象に、交流とつながりづくりを図る。 

内容：コロナ禍で交流事業が途絶えてしまったこともふまえ、昨年度のまちづくり委員会地

域振興部（区長会）と連携した意見交換会から継続して、常盤台区に対象を絞って、

区長、分館長と現状の情報交換を行った。 

 

（５）各種団体との交流・連携・支援 

①松尾地区女性バレーボール連盟・松尾公民館夜間ソフトボール連盟への支援 

大会等での必要品などの支援を実施。 

②各種団体との連携 

公民館各種事業において松尾壮年会および松尾史学会等と連携しながら事業を推進した。 

  ③松尾小学校との連携 

松尾小学校ＣＳ推進事業として、クラブボランティア事業を実施。地区住民等がボランティ

アでクラブ活動の講師を担う。年間５回のクラブ活動においてボランティア事業を実施した。 

④緑ヶ丘中学校との連携 

緑ヶ丘中学校ＣＳ推進事業として、結い未来プロジェクト、緑ヶ丘中学校ボランティア事業、

ふるさと学習の３事業を実施。 

結い未来プロジェクトでは、緑ヶ丘中学校区を中心に市内から複数の企業や団体がブースを

設け、２年生が企業説明や地域に根差した生き方やその想い等を聞いた。 

緑ヶ丘中学校ボランティア事業では、緑ヶ丘中学校区の主に公民館が関わっている事業をリ

ストアップし、緑ヶ丘中学校の生徒がボランティアスタッフとして参加できる仕組みを構築

した。 

ふるさと学習では、緑ヶ丘中学校１年４組の生徒が「ほっ湯アップルの厳しい経営状況を救

うこと」をテーマに、運営会社社長、まちづくり委員会会長等への聞き取り調査を実施。ま

た、利用促進を狙い、地区住民と囲碁ボールやボッチャを楽しめる「健康フェス」を企画・

開催した。最終的には、ほっ湯アップルリニューアル工事に伴う新規施設設置や料金設定の

提案も行った。 

⑤その他の団体との連携 

松尾小学校に保管されていた明治43年から昭和15年までの児童作品（絵画）を、公民館正

面ギャラリーに展示。 
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【育成会】 

（１）子どもたちを健全に育てるための活動の場の提供 

①松尾少年スポーツクラブ等の育成および活動支援 

・３月から５月 全12団体合同会員募集用紙の作成・とりまとめ 

・４ 月 13 日 スポーツクラブ等紹介の会（松尾小学校朝の全校集会） 

・４ 月 15 日 スポーツクラブ等結団式・スポーツトレーニング体験会・クラブ見学 

・1 0 月 ６ 日 第１回スポーツクラブ等代表者会 

・10 月 22 日 松尾地区市民運動会 活動PR行進 

・２ 月 ３ 日 松尾地区文化祭 活動展示 

・２ 月 21 日 第２回スポーツクラブ等代表者会 

 

 

  ②行事部事業 

   ・６月18日「松尾の川の水中生物をつかまえよう」（講師：久保田憲昭（かわらんべ）） 

    先着30名、事前申し込みとした。中溝川にて動植物を採集し、松尾公民館で観察。併せて、

川の水質調査をおこなった。 

 

   ・６月7日「モデルロケットを打ち上げよう！」（モデルロケットの作成と打ち上げ） 

松尾小６学年児童 123名対象 

協力：松尾サイエンス、おもしろ科学工房 

    平日の授業時間中に実施。小型火薬を用いた安全で本格的なモデルロケットの作成を体験

し、ロケットが空高く発射される感動を全校生徒で共有することができた。 

 

・11月日 

松尾小５学年児童 122名対象 

協力：松尾サイエンス、おもしろ科学工房 

平日の授業時間中に実施。液体窒素による様々な物質の変化を観察したり、強力な磁石を

用いてリニア新幹線が走る原理を学んだ。科学への興味・関心を持ってもらう良い活動と

なった。 

 

・令和６年２月３日「バルーンスライムを作ろう」(おもしろ科学教室：文化祭) 

     120名参加 

 協力：松尾サイエンス 

 文化祭と併わせて実施。来場した子どもたちや大人の皆さんに、スライム作りとそのス

ライムを使ったバルーン遊びを通して、身の回りにある物を使った科学事象の面白さを

体感してもらう良い機会になった。 

 

（２）あいさつ運動の推進 

①教養部活動 

・令和４年度あいさつ標語代表作品の掲示 

松尾小学校全児童から寄せられたあいさつ標語から選ばれた24点を、各地区の集会所・

コミュニティー防災センター、松尾自治振興センターおよび松尾小学校に掲示した。各地

区の集会所・コミュニティー防災センターでは、入賞入選作品 24 点中の２点の標語を半

年で入れ替えて掲示、松尾自治振興センターおよび松尾小学校では、３点の入賞作品を４
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ヶ月ごと入れ替えて掲示した。このことを通して、あいさつの啓発を行った。 

 

・10月１日～ あいさつ標語の募集  

松尾小学校全児童から、あいさつ標語を募集。各学年４点、全校で 24 点の入選作品を選

び、その後推進会議で入賞作品３点(松尾まちづくり会長賞・松尾公民館長賞・松尾青少

年健全育成会長賞）を選定していただいた。代表作品を掲載したクリアファイルを作成し、

全児童へ配布。残部は松尾自治振興センターの窓口でも配布中。標語を作る中で、あいさ

つについて考えてもらう活動となった。 

 

（３）関係機関団体との連携・協力  

  ①広報部活動 

・10月15日 育成会だより№49（全戸配布） 

・３月31日 育成会だより№50（全戸配布）記念号として全６面掲載 

育成会事業、クラブ・教室だより、小中学校長寄稿、地区だよりなどを掲載。 

②松尾サイエンス・おもしろ科学工房 

 ・行事部事業活動に協力頂き実施した。今後も同じように連携したい。 
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歳入
（単位：円）

予算額 決算額 比較

19,800,000 20,376,300 576,300

22,408,668 22,180,637 -228,031

10,705,668 10,705,668 0

11,703,000 11,474,969 -228,031

飯田市20地区応援寄附交付金(ふるさと納税) 143,000

公民館駐車場市負担金 1,000,000

ほっ湯アップル配分金 857,143

松川入愛護会交付金 40,000

自治会活動保険料各区負担金 300,000

団体事務負担金 90,000

財産区交付金 300,000

ライトアップ事業負担金 49,000

文書配布業務交付金(800円×4,300世帯） 3,333,600

自治活動組織加入促進事業補助金 83,000

防犯灯維持管理事業委託料 894,080

交通災害共済事務報償金 162,200

ごみ集積所管理事業委託料 544,439

リサイクルステーション管理事業委託料 308,000

水辺等美化活動運搬用自動車借上料 49,500

天竜川環境美化活動助成金 120,000

地域環境美化推進事業補助金 0

エコキャップ収益金 1,827

市社協住民支え合いマップ補助金 30,000

市社協ふれあいサロン補助金 104,000

市社協在宅介護者ふれあい相談事業補助金 0

市社協通所型サービスB事業補助金 260,000

共同募金配分金 636,840

飯田市保健推進活動事業交付金 198,000

基本構想 369,000

地域福祉活動推進事業 30,000

文化体育振興会 1,300,000

地域貢献寄附金（再エネ事業） 200,000

愛のハガキ配分金 71,340

松尾地区まちづくり防犯灯整備基金 350,108

森林整備活用基金 262,900

5,000,000 5,650,581 650,581

松尾天竜グラウンド使用料 9,600

その他雑収入 78,965

リソグラフ使用料 57,295

1,056,280 -3,720

2,430,143

349,000

-169,857

-24,000

3,416,600 -103,400

02 補助交付金

01 会費

令和５年度　松尾地区まちづくり委員会会計決算書

科　目 説　　明

1,023,766 -96,234

02 その他補助金等

01 パワーアップ地域交付金

01 本会補助金等

02 総務部補助金等

03 地域振興部補助金等

04 地域安全部補助金等

05 環境衛生部補助金等

3,520,000

2,600,000

1,571,340 1,340

1,460,000 1,627,840 167,840

05 雑収入

1,570,000

1,120,000

04 繰越金

06 健康福祉部補助金等

07 公民館育成部補助金等

373,000

1,060,000

03 繰入金 0 613,008 613,008

6,332 145,860 139,528

1,751,386合計 47,215,000 48,966,386
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歳出
（単位：円）

予算額 執行額 比較

01 本会費 19,061,000 20,776,623 1,715,623

会費 12,549,000 10,445,830 -2,103,170

パワーアップ地域交付金 3,185,668 4,679,915 1,494,247

本会補助金等 2,600,000 2,430,143 -169,857

繰入金 0 0 0

繰越金 720,000 3,074,875 2,354,875

雑収入 6,332 145,860 139,528

12,580,500 11,408,333 -1,172,167

01 報酬 3,050,500 2,958,000 -92,500

会議活動参加費用弁償 6,000

会議活動参加旅費 4,000

経理事務手当（2名：1,000円×600時間） 752,250

文書配布手当（2名：30,000円×12月） 360,000

03 報償費 40,000 40,000 0

04 交際費 400,000 344,780 -55,220

05 会議費 300,000 196,715 -103,285

06 研修費 500,000 490,108 -9,892

自治会活動保険料 503,170

松尾天竜グラウンド賠償責任保険 89,060

08 消耗品費 250,000 209,381 -40,619

09 印刷製本費 182,000 388,080 206,080

10 通信運搬費 50,000 9,801 -40,199

公民館駐車場使用料 1,312,888

パソコン・コピー機 236,225

玄関マットほか 136,548

松尾天竜グラウンド光熱水費 96,836

12 修繕費 147,000 0 -147,000

13 負担金 80,000 108,000 28,000

14 備品購入費 50,000 0 -50,000

納付書郵送料 161,320

振込み手数料ほか 24,953

まちづくり委員会会費振込み手数料 64,240

松尾天竜グラウンド井戸水質検査料 0

松尾城址公園整備助成 80,000

ふるさと納税協力区交付金 0

17 委託料 1,486,000 1,553,170 67,170

18 施設整備費 400,000 315,388 -84,612

19 管理助成費 150,000 150,000 0

20 償還金 830,000 805,760 -24,240

21 その他支出金 5,000 11,660 6,660

4,950,000 5,094,074 144,074

文化体育振興会 977,650

自主防災会 823,285

消防団 3,293,139

500,000 102,480 -397,520

170,000 171,736 1,736

320,000 4,000,000 3,680,000

540,500 0 -540,500

01 総務費

02 事業費

03 元気の出る活動費

-38,503

280,000

4,950,000 5,094,074 144,074

04 基本構想推進事業費

05 諸支出金

90 予備費

07 協力団体等活動助成費

令和５年度　松尾地区まちづくり委員会会計決算書

科　目 説　　明

財
源
内
訳

1,760,000 1,122,250 -637,750

639,000 592,230 -46,770

250,513 -29,487

16 補助金及び交付金 160,000 80,000 -80,000

02 手当

07 役務費

11 使用料及び賃借料

15 手数料

1,821,000 1,782,497
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予算額 執行額 比較科　目 説　　明

02 総務部費 1,940,000 1,185,306 -754,694

会費 1,208,000 20,682 -1,187,318

パワーアップ地域交付金 200,000 200,000 0

総務部補助金等 373,000 349,000 -24,000

繰入金 0 262,900 262,900

繰越金 159,000 352,724 193,724

200,000 108,060 -91,940

02 手当 20,000 20,000 0

05 会議費 150,000 77,500 -72,500

08 消耗品費 25,000 10,560 -14,440

09 印刷製本費 5,000 0 -5,000

1,240,000 977,916 -262,084

表彰式 28,866

招魂社例祭(積立含) 130,000

忠魂碑慰霊祭 80,000

グリーンベルト保全活動 68,575

02 研修費 200,000 0 -200,000

04 まちづくり推進費 50,000 0 -50,000

小学校区有林見学助成 250,000

森林管理資機材購入 221,003

作業用安全装備購入 25,000

区有林視察、森林管理作業ほか 174,472

500,000 99,330 -400,670

0 0 0

03 地域振興部費 4,710,000 4,300,298 -409,702

会費 800,000 823,285 23,285

パワーアップ地域交付金 300,000 60,413 -239,587

地域振興部補助金等 3,520,000 3,416,600 -103,400

繰越金 90,000 0 -90,000

140,000 283,698 143,698

05 会議費 100,000 263,800 163,800

08 消耗品費 40,000 3,445 -36,555

09 印刷製本費 0 16,453 16,453

3,970,000 3,516,600 -453,400

道路河川整備対策 0

治水・災害対策事業 0

文書配布業務交付金(800円×4,300世帯） 3,333,600

自治活動組織加入促進事業補助金 83,000

産業振興（商工会助成） 100,000

商工会、まちづくり協力団体懇談会 0

600,000 500,000 -100,000 元気が出る区活動費（10区×50,000円） 500,000

0 0 0

03 元気の出る活動費

04 基本構想推進事業費

01 総務費

02 事業費

財
源
内
訳

3,520,000 3,416,600 -103,400

04 まちづくり推進費 200,000 100,000 -100,000

680,000 670,475 -9,525

01 活動費 250,000 0 -250,000

03 元気の出る活動費

04 基本構想推進事業費

01 総務費

02 事業費

財
源
内
訳

05 財産区管理費

03 区活動費

01 活動費 310,000 307,441 -2,559
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予算額 執行額 比較科　目 説　　明

04 地域安全部費 3,678,000 1,861,737 -1,816,263

会費 1,019,000 17,447 -1,001,553

パワーアップ地域交付金 500,000 400,000 -100,000

地域安全部補助金等 1,060,000 1,056,280 -3,720

繰入金 0 350,108 350,108

繰越金 1,099,000 37,902 -1,061,098

1,327,000 317,535 -1,009,465

02 手当 500,000 59,000 -441,000

05 会議費 218,000 74,835 -143,165

08 消耗品費 50,000 0 -50,000

12 修繕費 500,000 183,700 -316,300

第２ブロック会議負担金 0

飯伊交通安全協会負担金 0

1,951,000 1,254,202 -696,798

啓発事業（季別運動・広報等） 14,652

対策事業（交通警備経費・活動費等） 670

02 研修費 50,000 0 -50,000 諸研修 0

道路反射鏡清掃作業活動費 165,000

安全講習会 40,000

交通災害共済事務報償金 162,200

安全パトロール活動費 200,000

防犯灯管理費 54,300

06 工事請負費 750,000 617,380 -132,620

50,000 4,000 -46,000

350,000 286,000 -64,000

05 環境衛生部費 3,401,000 2,443,391 -957,609

会費 800,000 823,285 23,285

パワーアップ地域交付金 1,400,000 515,340 -884,660

環境衛生部補助金等 1,120,000 1,023,766 -96,234

繰越金 81,000 81,000 0

369,000 193,880 -175,120

集積所等管理手当（部長、相談役を除く） 175,000

会議代理出席手当　３回×1,000円 0

役員会 0

部会 18,480

08 消耗品費 50,000 0 -50,000

15 手数料 1,000 400 -600

3,029,000 2,246,505 -782,495

車両借上料 167,307

ごみ処理料 0

不法投棄防止対策事業費 0

分別推進事業費 0

組成調査 1,995

研修視察 0

支部活動費 999,983

ごみ集積所管理費 524,430

リサイクルステーション管理費 350,000

天竜川・毛賀沢川堤防美化活動費 4,924

天竜川環境美化活動費 197,866

3,000 3,006 6

01 総務費

財
源
内
訳

02 手当

400,000 202,790 -197,210

03 元気の出る活動費

193,000 1,995 -191,005

03 区活動費 1,886,000 1,874,413 -11,587

140,000 18,480 -121,520

01 活動費 550,000 167,307 -382,693

02 事業費

02 研修費

04 まちづくり推進費

178,000 175,000 -3,000

03 基本構想推進事業費

04 諸支出金

01 総務費

05 会議費

財
源
内
訳

59,000 0 -59,000

01 活動費 376,000 15,322 -360,678

02 事業費

13 負担金

03 区活動費 775,000 621,500 -153,500
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予算額 執行額 比較科　目 説　　明

06 健康福祉部費 4,008,000 3,379,031 -628,969

会費 1,184,000 1,218,461 34,461

パワーアップ地域交付金 670,000 400,000 -270,000

健康福祉部補助金等 1,460,000 1,627,840 167,840

繰越金 694,000 132,730 -561,270

148,000 117,314 -30,686

04 交際費 11,000 3,000 -8,000

社会福祉委員会 33,000

保健推進委員会 68,000

福祉だより打合会 956

ボランティアの会支部長会 0

08 消耗品費 10,000 712 -9,288

10 通信運搬費 7,000 11,646 4,646

3,730,000 2,741,349 -988,651

一人暮らし高齢者ふれあい事業 259,500

在宅介護者元気回復事業 0

高齢者料理教室 55,000

福祉だより発行 111,100

移送サービス事業 262,330

通所型サービスＢ事業 397,594

地域見守り活動 0

住民支え合いマップ 0

結婚相談会 14,091

婚活事業 5,000

健康講座 177,858

健康福祉部合同研修会 0

社会福祉委員会研修視察 0

保健推進員会研修会 21,191

社会福祉委員会支部活動費 260,000

敬老福祉事業補助金 216,385

ふれあいサロン補助金 121,500

民生児童委員活動費 120,000

結婚相談員会活動費 48,000

ボランティアの会活動費 38,100

ボランティア保険 25,200

団体活動費 38,500

団体活動交付金 150,000

市社協への負担金 420,000

130,000 520,368 390,36804 基本構想推進事業費

財
源
内
訳

01 総務費

02 事業費

01 活動費

03 区活動費 773,000 597,885 -175,115

04 まちづくり推進費 892,000 839,800 -52,200

1,958,000 1,282,473 -675,527

02 研修費 107,000 21,191 -85,809

05 会議費 120,000 101,956 -18,044
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予算額 執行額 比較科　目 説　　明

08 公民館育成部費 10,417,000 10,297,887 -119,113

会費 2,240,000 2,305,197 65,197

パワーアップ地域交付金 4,450,000 4,450,000 0

公民館育成部補助金等 1,570,000 1,571,340 1,340

繰越金 2,157,000 1,971,350 -185,650

3,430,000 3,507,572 77,572

02 手当 108,000 87,000 -21,000

祝儀 <公民館> 10,000

祝儀 <スポーツクラブ等> 0

打ち合わせ、会議費等 <公民館> 454,455

会議費（正副支部長会） <育成会> 70,085

事務用品ほか <公民館> 67,803

事務用品ほか <育成会> 0

まつお新聞等印刷代 <公民館> 1,023,000

育成会だより印刷代 <育成会> 151,250

10 通信運搬費 90,000 93,769 3,769

14 備品購入費 100,000 96,232 -3,768

緑ヶ丘中学校助成金 200,900

松尾小学校図書購入助成金 100,000

学校支援ボランティアほか 53,078

公民館施設整備 0

公民館カーテン付け替え 1,100,000

6,302,000 6,221,708 -80,292

ニュースポーツ講習会 <公民館> 83,260

分館交流ニュースポーツ大会 <公民館> 48,396

市民運動会 <公民館> 1,376,977

分館交流ふらば～るバレー大会 <公民館> 46,635

いいだ人形劇フェスタ <公民館> 23,153

二十歳の集い <公民館> 441,614

文化祭＜公民館＞ 659,958

踊ってみよう会＜公民館＞ 0

文化講演会 <公民館> 0

還暦の会 <公民館> 94,856

ぼちぼちさんぽ＜公民館＞ 43,445

松尾版高校生講座＜公民館＞ 12,811

学級・講座 <公民館> 24,374

Cブロック公民館事業 <公民館> 67,393

その他公民館活動 <公民館> 95,874

松尾の川の水中生物をつかまえよう<育成会> 12,647

スポーツトレーニング体験事業<育成会> 0

文化祭おもしろ科学教室<育成会> 9,854

あいさつ標語活用事業<育成会> 137,466

松ぼっくり池整備<育成会> 0

子どもの健全育成事業<育成会> 0

スポーツクラブ活動展示<育成会> 0

02 研修費 50,000 0 -50,000

分館補助金 <公民館> 2,317,000

郷土伝統芸能保存補助 <公民館> 70,000

区活動費 <育成会> 139,992

婦人会活動補助 <公民館> 0

壮年会活動補助 <公民館> 30,000

史学会活動補助 <公民館> 30,000

松尾OB野球補助 <公民館> 0

松尾マレット同好会補助 <公民館> 0

図書館松尾分館補助<公民館> 34,003

育成会スポーツクラブﾞ等活動補助<育成会> 422,000

01 総務費

02 事業費

財
源
内
訳

04 協力団体活動助成費

16 補助金及び交付金

04 交際費

670,000 516,003 -153,997

01 活動費 3,055,000 3,178,713 123,713

03 区活動費 2,527,000 2,526,992 -8

390,000 353,978 -36,022

18 施設整備費 1,100,000 1,100,000 0

08 消耗品費 85,000 67,803 -17,197

09 印刷製本費 1,095,000 1,174,250 79,250

40,000 10,000 -30,000

05 会議費 422,000 524,540 102,540
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予算額 執行額 比較科　目 説　　明

映画観賞会＜公民館＞ 196,708

緑ヶ丘中学校結未来プロジェクト＜公民館＞ 15,895

松尾サイエンス＜公民館＞ 13,789

松尾セミナー（本館・分館役員研修会、松尾地区学習会ほか）＜公民館＞ 86,989

出超科学実験教室（液体窒素とリニア）＜育成会＞ 34,283

出超科学実験教室（モデルロケット）＜育成会＞ 112,943

150,000 108,000 -42,000

47,215,000 44,244,273 -2,970,727

04 基本構想推進事業費

535,000 460,607 -74,39303 元気の出る活動費

歳入総額　４８，９６６，３８６　-　歳出総額　４４，２４４，２７３　＝　４，７２２，１１３　（次年度繰越金）

合計
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松尾地区まちづくり委員会規約 

 

第１章 総則 

（名称及び事務所） 

第１条 本会は、松尾地区まちづくり委員会（以下「本会」という。）と称し、事務所を飯田市松尾城4012

番地１松尾自治振興センターに置く。 

（目的） 

第２条 本会は、松尾地区の自治の伝統を大切にしながら、住民が自主自立の精神に基づき、行政はじめ

諸団体等と協働し地域課題に対処するとともに、地域の共益共同的事業の実施を通じて、良好な地域社

会の維持及び向上発展を図ることを目的とする。 

２ 本会は、前項の目的を達成するため、次に掲げる事項に取り組むものとする。 

（１）松尾地区内の自治活動の企画調整に関すること。 

（２）松尾地区内の共益共同的事業を担う関係団体の連絡調整に関すること。 

（３）飯田市から松尾地区に交付される交付金の使途に関すること。 

（４）飯田市松尾地域自治区の地域協議会への参加に関すること。 

（５）その他松尾地区内の自治活動の振興に関すること。 

（組織） 

第３条 本会は、第２条の目的を達成するため、「総会」、「企画会議」、「推進会議」及び次の各部を置く。 

（１）総務部 

（２）地域振興部 

（３）地域安全部 

（４）環境衛生部 

（５）健康福祉部 

（６）公民館育成部 

２ 地域振興部に区長会を置く。 

（区域） 

第４条 本会の区域は、飯田市松尾地域自治区の区域とする。 

 

第２章 会員 

（会員） 

第５条 本会の会員は、原則として前条に定める区域に居住する者とする。 

（会費） 

第６条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。ただし、特別な事情がある場

合は、会費を減免することができる。 

 

第３章 役員等 

（役員の選任） 

第７条 本会に、会長１名、副会長２名（１名は会計を兼務する。）、基本構想推進担当参事１名、公民館

長１名（公民館育成部長を兼務する。）、部長５名及び監事２名を置く。 

２ 会長は、会員の中から総会において選任する。 

３ 副会長は、会員の中から会長が指名し、総会において選任する。 

４ 基本構想推進担当参事は、会員の中から会長が指名し、総会において選任する。 
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５ 公民館長は、社会教育法第28条に定める教育委員長が任命した松尾公民館長をもって当てる。 

６ 部長（公民館育成部長を除く。）は、それぞれの部の構成員の中から部会において選任し、総会におい

て承認を受ける。 

７ 監事は、会長が総会の同意を得て選任する。 

（役員の職務） 

第８条 会長は、本会を代表し、会務を統轄する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

３ 会計は、本会の経理を行う。 

４ 基本構想推進担当参事は、松尾地区基本構想の推進を統轄する。 

５ 部長は、部を代表し、部の会務を統轄する。 

６ 監事は、本会の事業及び会計を監査する。 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 役員は、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでの間は、その職務を行わなければ

ならない。 

（相談役等） 

第 10条 本会に相談役等を置くことができる。 

２ 相談役等は、総会の同意を経て会長が委嘱する。 

３ 相談役等は、必要に応じて会議に出席し意見を述べることができる。 

（役員の解任） 

第 11 条 本会規約に違反又は本会の体面を汚す行為のあった役員は、総会の３分の２以上の同意により

解任することができる。 

 

第４章 会議 

（会議） 

第 12条 本会の会議は、総会、企画会議、推進会議、部会とする。 

（総会） 

第 13条 総会は、定期総会と臨時総会とする。 

２  総会は、役員、特別推進委員、松尾地域協議会委員のほか、別表に定める基準により各部から選出

される代議員をもって構成する。 

（総会の任務） 

第 14条 総会は、次の事項を審議決定する。 

（１）事業計画案、会計予算案に関すること。 

（２）事業報告、会計決算に関すること。 

（３）規約の改定に関すること。 

（４）役員の選出、相談役の委嘱等に関すること。 

（５）その他会の重要事項に関すること。 

（総会の開催） 

第 15条 総会は、会長が招集する。 

２ 定期総会は、毎年度決算終了後１ケ月以内に開催する。 

３ 臨時総会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。 

（１）会長が必要と認めたとき。 
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（２）代議員の５分の１以上から会議の目的たる事項を示して請求があったとき。 

４ 総会の議長は、その総会において、出席した代議員の中から選出する。 

５ 総会は、代議員の２分の１以上の出席により成立する。ただし、止むを得ないときは、委任状をもっ

て出席に代えることができる。 

６ 総会の議事は、出席者の過半数を持って決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（企画会議） 

第 16条 企画会議は、正副会長、基本構想推進担当参事、公民館長及び地域振興部長で構成する。 

２ 企画会議の正副会長は、まちづくり委員会の正副会長が兼務する。 

（企画会議の任務) 

第 17条 企画会議は、次の事項を協議する。 

（１）まちづくり委員会の事業計画の概要策定に関すること。 

（２）予算方針の策定に関すること。 

（３）まちづくり委員会の課題の把握と解決に向けた施策の検討に関すること。 

（企画会議の開催） 

第 18条 企画会議は、定例会とし、毎月７日（以下この項において「定例日」という。）に開催する。た

だし、定例日が休日等の場合には、当該休日等の前後に開催することができる。 

２ 企画会議は会長が招集し、議長は、副会長が務める。 

３ 企画会議は、第19条に定める推進会議の開催前に開催するものとする。 

４ 企画会議に、部長及び第22条に定める特別推進委員の出席を求め、意見を聞くことができる。 

（推進会議） 

第 19条 推進会議は正副会長、基本構想推進担当参事、公民館長、部長、総務部副部長、区長、松尾地区

財産区管理委員長、青少年健全育成会長及び相談役で構成する。 

２ 推進会議の正副会長は、まちづくり委員会の正副会長が兼務する。 

（推進会議の任務) 

第 20条 推進会議は、次の事項を協議する。 

（１）企画会議の指示に基づく事業計画の実施に関すること。 

（２）予算執行の調整に関すること。 

（３）まちづくり委員会の課題解決に向けた取り組みの実施に関すること。 

（４）まちづくり委員会と区及び地区民との連携に関すること。 

（推進会議の開催） 

第 21条 推進会議は、定例会とし、毎月20日（以下「定例日」という。）に開催する。ただし、定例日が

休日等の場合には、当該休日等の前後に開催することができる。 

２ 推進会議は会長が招集し、議長は、副会長が務める。 

３ 推進会議に、第22条に定める特別推進委員及び第23条に定める協力団体の出席を求め、意見を聞く

ことができる。 

（特別推進委員） 

第 22条 本会に、特別推進委員を置く。 

２ 特別推進委員は、飯田市消防団松尾分団分団長、飯田市赤十字奉仕団松尾分団分団長、松尾地区民生

児童委員協議会会長、松尾小学校ＰＴＡ会長及び緑ヶ丘中学校ＰＴＡ松尾地区代表者とする。 

３ 特別推進委員は、総会のほか、必要により企画会議及び推進会議に出席して、意見を述べることがで

きる。 

（協力団体） 

第 23条 本会は、松尾地区内でまちづくり活動に積極的に取り組む団体等を、本会の協力団体として指定
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することができる。 

２ 協力団体は、総会の同意を経て、会長が指定する。 

３ 協力団体は、会長の要請により、推進会議に出席し、意見を述べることができる。 

（特別委員会） 

第 24条 本会は、地域の重要課題など特定の事項について専門的・集中的に検討を行うために、総会の議

決により特別委員会を設置することができる。 

２ 特別委員会を設置する場合には、その運営等について別に定めなければならない。 

 

第５章 部会 

（部の任務） 

第 25条 部は、第２条の目的を達成するため、総会の決定に従って別表の所管活動を実施する。 

２ 部は、企画会議、推進会議、関係する部及び特別推進委員と連携、協力し、事業の計画立案及び実施

に当たるものとする。 

３ 区長会は、前項によるほか、区長に係る事項を処理する。 

（部の構成員及び役員） 

第 26条 部の構成員及び役員に関することは、部の細則により定める。 

２ 部員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

（部の運営） 

第 27条 部の運営に関することは、部の細則により定める。 

 

第６章 会計 

（会計） 

第 28条 本会は、会費、交付金、繰越金その他の収入をもって運営する。 

（会計年度） 

第 29条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。 

（会計の処理） 

第 30条 本会の会計は、総会の議決を得て、会長の責任によって処理する。 

２ 年度開始後に予算が総会において議決されてない場合には、会長は、総会において予算が議決される

日までの間は、前年度の予算を基準として収入及び支出することができるものとする。 

３ 当該年度の途中において予算の補正、流用又は予備費の充用が必要になったときは、会長が専決処理

し、推進会議の承認を得て、次期総会に報告し議決を得ることができるものとする。 

（飯田市からの交付金の扱い） 

第 31条 本会に交付される飯田市からの交付金は、総会の議決を得て、次の各号により配分するものとす

る。 

（１）部の事業活動のための資金 

（２）松尾地区の地域振興のための資金 

（３）本会の運営及び活動のための資金 

（会計監査） 

第 32条 会計監査は、毎会計年度終了後１ヶ月以内に行い、総会に報告する。 

 

第７章 地域協議会委員の推薦 

（委員の推薦） 

第 33条 本会は、飯田市地域自治区の設置等に関する条例第６条に定める松尾地域協議会の委員として、
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同条第２項第１号に定める者を推薦する。 

２ 前項の規定により本会から推薦する地域協議会委員は、次の各号により選出する。 

（１）会長 １名 

（２）別に定める申し合わせにより選出された部長 ２名 

（３）地域振興部の構成員である区長 12名 

（４）別に定める申し合わせにより選出された女性構成員 ４名 

（５）本会の正副会長を務めた会員 １名 

３ 委員の推薦は、総会の議決によるものとする。 

４ 委員が、辞任又は選出団体の任期満了により委員でなくなったときは、後任の者が残任期間を務める

ものとする。 

 

第８章 雑則 

（備付け帳簿及び書類） 

第 34条 本会の事務所には、規約、役員名簿、認可及び登記等に関する書類、総会の議事録、収支に関す

る帳簿、財産目録等資産の状況を示す書類その他必要な帳簿及び書類を備えておかなければならない。 

（委任） 

第 35条 会長は、規約の施行に当たって必要がある場合には、細則を定めることができる。 

２ 細則を制定したときは、次の総会に報告し、承認を得なければならない。 

（規約の改廃） 

第 36条 規約の改廃については、総会において出席者の３分の２以上の同意を必要とする。 

（表彰） 

第 37 条 本会の目的達成に功労があった個人又は団体に対して、別に定めるところにより表彰すること

ができる。 

（報酬等） 

第 38条 会員の報酬、費用弁償、旅費は、別に定める規定により支給するものとする。 

（慶弔） 

第 39条 会員の慶弔については、別に定める規定により支出するものとする。 

 

 

附則 

（施行日） 

１ この規約は、平成19年３月17日から施行する。但し、会計年度は平成19年４月１日より始める。 

２ この規約は、平成20年４月１日から施行する。 

３ この規約は、平成23年４月１日から施行する。 

４ この規約は、平成24年４月１日から施行する。 

５ この規約は、平成25年５月13日から施行する。 

６ この規約は、平成27年３月13日から施行する。 

７ この規約は、平成29年３月14日から施行する。 

８ この規約は、平成29年５月11日から施行する。 

９ この規約は、令和２年４月１日から施行する。 

１０ この規約は、令和３年３月11日から施行する。 

１１ この規約は、令和４年４月１日から施行する。 
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別表１（第13条及び第25条関係） 

 

部会名 部会の所管活動 構成団体及び代議員の選出基準 構成人数 

総務部 

・まちづくり組織の運営評価 

・地域行事等の企画・立案 

・財産区の管理 

・男女共同参画の推進 

・グリーンベルトの保全 など 

区選出委員 代議員（５） 

 部長・副部長・財産区管理委員長 

 

24人 

 

男女 

各 12名 

地域振興部 

・道路河川等基盤整備 

・治水対策等 

・土地利用 

・地域コミュニティの振興 

・産業振興 

・地域協力団体との連携 など 

区長会 代議員（12） 

区長 

 

12人 

地域安全部 

・交通安全推進啓発活動 

・防災、防火、防犯活動 

・交通安全施設の設置要望及び管理 

・子供の安全を守る活動 など 

地域安全部 代議員（４） 

 部長・副部長 

36人 

以内 

環境衛生部 

・環境保全・環境美化活動・公害対策 

・ごみの削減・資源リサイクル活動 

・河川清掃・ごみの分別集積所管理 など 

環境衛生部 代議員（３） 

部長・副部長・女性部長 

 

28人 

以内 

健康福祉部 

・高齢者・身障者等支援活動 

・母子福祉等支援活動 

・戦没者遺族支援活動 

・保健福祉・健康増進活動 

・地域福祉推進活動 

・結婚相談活動 など 

社会福祉委員会 代議員（３） 

委員長・副委員長 

保健推進委員会 代議員（３） 

会長・副会長 

12人 

以内 

 

36人 

公民館育成部 

・生涯学習活動 

・地区公民館活動 

・分館活動推進 

・青少年健全育成活動 

・補導活動 

・子育て支援事業 など 

松尾公民館 代議員（７） 

館長・分館長正副会長・ 

委員長 

青少年健全育成会 代議員（４） 

会長・副会長 

106人 

以内 

 

 

25 人 
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